
サービス提供者にとってユーザーにとって

電子認証事業の隘路とその解決策として
電子認証技術の基盤となる暗号技術は以前からあります。ソフトウエアもそのバージョンを重ねています。が、一般的と言えるでし
ょうか？その普及のボトルネックは必要性・有用性に実感を持ちづらく、ユーザーフレンドリーでもない事ではないでしょうか？

①紙による発行より何がましでしょうか？
紙における規格といえば大きさぐらいです。簡単にファイルして
金庫にしまえます。

②電子署名は三文判より便利でしょうか？
三文判はどこでも売っています。

③本当に安上がりでしょうか？
専用システム＆専用機では高くつきます。実印登録カードの例で
はその費用を利用者が負担しています。

◆ブラウザ「モザイク」が解決のヒント ◆
      １）ユーザー主導で広がりました。（ナップスター等も）
      ２）汎用のシステムで各種のデータ形式を扱います。
      ３）官庁も企業も個人も同じものを使っています。

⑦簡単に市場導入できますか？
電子政府からはじめるのでは難しく有りませんか？遊びの分野か
ら市場導入できるとしたらどうでしょう？

⑧誰がどの様に便利になるのでしょうか？
紙によるシステムとデジタルデータによるシステムが併存し、そ
のシステムも専用機と汎用機が混在する状況で....。

⑨何が身近なことばになるでしょうか？
一般人にとり『印鑑』程度の身近なことばになりそうなものは？

システム製作者にとって

『電子個性™』データをファイルとして
柔軟に扱えるブラウザのようなアプリケ
ーション＆サーバシステムを提案します
。

電子個性では、個人情報の取扱い思想こそが認証システム構築の核となると考えています。
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④制作はHTML程度の易しさでしょうか？
XMLだけに頼ろうとすると結構難しそうです。

⑤規格統一って何を決めるのでしょうか？
みんなが順守する必要が有るポイントはどこでしょう？
（手続の数-国10,800種、地方4,900種<自治体3,600団体>）

⑥今後の技術発展あるいは制度変更に対す
る柔軟性は高いでしょうか？
規格統一する部分は出来るだけ限定的に行ったほうがよさそうで
す。XMLでは、タグ統一を目指さず柔軟性こそ活かしては？



■技術主導（ネットワークに於ける利用）
サーバID、タイム認証など

■公文書主体（電子政府に於ける利用）
2003年までに作られるもの

2003年までには難しいとされている婚姻届など
�������������（朝日新聞記事参照）

■有印私文書領域（民間に於ける利用）
領収証など売買に関する履歴情報-POS等と連動
民間による証明（資格証明、検査証明など）
相互の認証あるいは与信

■私文書領域（民間に於ける利用）

   店などが発行するクーポン

■個人の特性領域
バイオメトリクス（指紋、網膜、虹彩等）

『電子個性』
認証データなどを個人の属性情報としてユーザー自身が柔軟に運用出来るようにして
電子認証の利用機会を増し、新たな事業領域を創出します。『電子個性』はその運用
を示す商標です。認証技術を一般生活（マーケット）において印鑑並にポピュラーな
ものとする旗印です。   《 汎用プラットフォームを実現する技術は特許申請済 》

用

途

拡

大

認証情報発行側

認証手順、暗号技術、データ形式の
違いをユーザーが認識しなくとも簡
単に利用でき、利便性を実感できる
汎用プラットフォームを提供しま
す。

複数・複種類の電子認証データを
ある個人の属性情報として束ね、
組み合わせ利用や再利用など利便
性の高い利用を可能とします。

ユーザー側 提出（利用）側

発行

発行

発行

●住民票データ
●納税証明データ
●領収書データ1
●領収書データ２
●英検１級資格証明
●大学卒業証明データ
………
………

私の個性

■公的証明の提出
登記、届出
各種制度への応募など
■電子入札

■労働分野
就職申込み、人材派遣登録.....

■教育分野

■決済分野
専用機から汎用システムへ

■経理処理分野
経理ソフトの対応など...

■医療分野
電子カルテなどと連動

■アミューズメント分野

※自分に関する情報を自分が横断的に管理して利用する方法なので、国民総背番号制の問題や
    認証方式を一様にしたときのハッキングに対する脆弱性を解決する一つの方法です。

用

途

拡

大

発行

例えば

まとめて
提出

主体者
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認証データ、公開鍵、etc.

XML、HTML、CSV、etc.

テキスト、画像、etc.

認証情報発行側 ユーザー側

発行

発行

電子個性
対応アプリ

発行

電子個性

発行サイト
電子個性
利用資格A

インターフェイスの制作 アプリケーションの制作
利用システムの制作

提出（利用）側

電子個性™技術の構成
電子認証データを含む、幅広い属性情報を便利に活用することを可能にするデータ交換・管理方式を電子個性技術では提案しています。

電子個性

発行サイト

個人サイト

ローカル

どんなデータ
かを理解し、
取得して管理

属性情報を電子個性化

あらかじめ取得し
ておくこともある
し、活用局面で要
求を受け取得する
ことや、ローカル
にあるクライアン
トPC等で作成す
ることもある。

電子個性として保持

バイオメトリックス

指紋、虹彩、etc.

活用局面

「サービスを受けたいんですけど。」

「これ提出して下さい。」

「これでどうでしょう？」

「これが足りませんよ」
「ここで取得して下さい。」

「これでどうでしょう？」

「あなたを理解しました。」

「処理結果です。」

「わたしの属性情報下さい。」

「ハイ、どうぞ。」

運用に伴った変更を受け更
新されていくことがある。
動的に電子個性は構築され
ていく。

選択して提出

電子個性

発行サイト

実在証明事業
へ波及

提出目的に則した

利用

活用するデータは限定できます
から、データ発行側を見てどの
様なデータを受け付けるかを定
義していれば十分です。発行側
が勝手にばらばらのデータ形式
で発行したとしても対応できる
はずです。
                      ↓
はじめからデータ形式を統一す
る必要性は少なく、まず使いは
じめることができます。

ここがポイント

データを種類で認

識できれば規格統

一する必要はあり

ません

必
要
な
ら
繰
り
返
し

属性情報をサーバな
どに預けて運用する
のと違い、局面ごと
に自分が利用を許可
決定する安心感があ
ります。

・内容確認可
・やり取り可
・やり直し可
・相談可

運用ポリシー策定

認証事業以外で
も十分利用価値
があります

電子認証や電子申請の枠組みに収まるものではありません。個人情報の運用という新しい分野を構想しています。

いくつかユーザー
フレンドリーなシ
ステムが用意でき
ます。

会社での個性、遊びでの個性........

試験を受けて
下さい........
..................
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本人証明事業
へ波及

データセンター事業
へ波及

（プラグイン等を含む）



『電子個性™』構築による認証事業の収益構造

⑩  日本から世界へ
国際特許（準備中）を基にした各国合弁企業設立による世界市場への展開
利用機会増大のため一般ユーザーの情報発信・データ利用を許可（認証及び商標表示等による明確な住分け）

認証情報発行側 ユーザー側

発行

発行

発行

●住民票データ
●納税証明データ
●領収書データ1
●領収書データ２
●英検１級資格証明
●大学卒業証明データ
………
………

私の個性 例えば

まとめて
提出

①  実在・本人証明発行機会
の増大 電子政府主導～民間波及へ

②  対象業種の拡大
2-1  資格認定機関や検査機関の新た
な収益として事業化を提案。
2-2  認証を伴わないデータ発行事業

③  他社認証ユーザーまでも
対象とするシステム開発
3-1  他社との競業でなく協業
3-2  認証方式１方式(自社商品only)か
ら→他社認証商品ユーザーまでも対
象とするインタフェイス開発
3-3  インターフェイス認定事業

④  新領域の機器へ搭載推進
領収証データを発行できるPOS機器
等

⑥ 認証データ利用システム開
発＆運用受託事業の新設
認証局（認証発行事業）＋認証データ
利用事業運用受託サービス

⑦ 提出安全証明事業の新設
7-1 プライバシーポリシーの策定＆運
用コンサルティング事業（使われ方を
規定・担保する）
7-2  認定商標の運用 

⑧ 認証データ利用アプリケー
ション事業の新設
8-1  経理ソフト等の関連アプリケーシ
ョン開発
8-2  開発認定商標の運用 

⑨ 周辺コンテンツ事業の新設

電子認証サービス普及を妨げる３つの障害

  ①サービスの乱立による混乱

  ②重要データの取扱に躊躇

       （通信、保管、運用）

  ③データを利用できる局面や柔軟性のな

     さに失望

                       ↓

慣れ親しんだ旧認証方式（対面、紙による

出力）で十分という判断

利用方法のディフェクトスタンダード

  安心して使いたい。
  覚えることが少ない。
  直感的に使える。
  利用局面が多い。

電子個性
対応アプリ

発行

電子個性

発行サイト
電子個性
利用資格A

アプリケーションの
配付（PC,携帯etc.)

インターフェイスの制作 アプリケーションの制作 利用システムの制作

提出（利用）側

10の拡大領域

⑤
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住民票

●●市役所

■■法務局

印鑑証明

印

住民票管理用デ
ータベースから
専用用紙に出力

申請書

本人ならば手
書きの自署名
があれば印鑑
は要らない。
特段本人確認
もしない。
使用目的の記
載はある。

カード

実印管理用デー
タベースから専
用用紙に出力

会社や家

自分のコンピュー
タのワープロや手
書きで申請書類な
ど作成

エッホ

エッホ
エッホ エッホ

書類

パチ

提出先

チェック！

チェック！

書類の山

決まったところを
決まった通りに
確認するだけなのに....。提出

カードの
提示だけ

管轄や法律に基づく要件が違うためそれぞれ違ったフォーマットで出力

１件分
これをまた内部処理用に
入力して下さいね?

■従来のモデル

リアライズ-モデル図1/2

〒



私が主役です。

●●市役所

■■法務局

住民票管理用データ
ベースから独自の認
証方式で出力

実印管理用データベ
ースから独自の認証
方式で出力

会社や家

私の個人データ

○住民票
○印鑑証明
○申請内容

各種証明書の取得
申請書類など作成

データ形式は違ってもまとめます

申請

認証

申請

認証

【ポイント】
システム上や制度上の制約からそ
れぞれの認証機関で同一の認証方
式や証明データ形式をあらかじめ
揃えるのは難しい。この方法では
同一でなくても良い。

認証データだけでなく様々な
データと組み合わせて使えま
す。この束ねた情報は私が管
理し、私だけが使えます。

この申請にはこれとこれ..
別の申請にはこれとこれ..

複数の認証を取りそろえます

通信回線

提出先

申請結果
Aさん  OK
Bさん  OK
Cさん  書類不備...
Dさん  OK
・
・
・
・

出力

ラクラク

連絡します。

コンピュータが決まりに
則ってチェック送信により一括提出

通信回線

リアライズ-モデル図2/2

■電子個性™技術によるモデル 基礎部分



こんな複雑な

世の中だから
公的手続からささいなデータ交換まで

個人情報を取得・提出している全ての場面に

個人サイト

ローカル

実在証明

手続一発
サービス
サイト

実印カード

ポイント
カード

IC Card

クレジット

カード

銀行カード

財布の中はいっぱいだ...

婚姻届

印
印

住民票

今、住民は電子政府で便利になるか想像できる？

大学入試高校

内申書

●●
高校印

１,２,３月は書類の山

電子個性さえ
持っていれば
自由自在

ユーザー

Server
gateway

Internetユーザー認証 B t o B
B t o C
P t o P

人材派遣業への登録や
就職応募も....

指紋、虹彩、etc.

ETC

POSレジ

￥1,980

領収書
2002年3月1日

￥1,980-
●●● 印

貴方様

アミューズメントパーク
入場などにも
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でんしせいふ！？
でんししんせい！？

電子認証
公開鍵

秘密鍵

暗号アルゴリズム

電
子
署
名

11桁番号

共通鍵

SSL

電子署名法

ブリッジ認証

失効？

セキュリティ

XM
L

PKI

CA
GPKI

BCA

LGBCA

LG

LGWAN

ID

ワープロで打たれたものでさえ
再入力が必要.....

データベース登録

閲覧

プライバシー
入力

利
用

消去 与信

デバイスによる違い

専用機

汎用機

ガス

水道

運送

不動産 電気

役所

税金

電話

方式ちがい？


